
皮膚肥満細胞腫はフェレットの皮膚腫瘍で脂腺
腫瘍に次いで2番目に多いです。3歳と比較的若
い年齢での発生もあります（平均4.5歳）。孤発
性のことがほとんどですが、稀に多発することも
あります。小型の平らな局面状～丸い結節状に
認められ、色素沈着や痂皮付着、紅斑を伴ったり
（図1）、掻痒により自傷していることもあります。
組織学的には猫の肥満細胞腫に類似し、被包さ
れず、均一な類円形の腫瘍性肥満細胞が密な
シート状に増殖し、膠原線維により区画されます
（図2）。微細で淡い異染性を示す細胞質内顆粒
を有します（図3）。異染性顆粒（青い染色液で赤
紫に染色）は見えづらいので、細胞診でも染色法
に注意が必要です。有糸分裂数は通常少ないで
す。散在性の好酸球浸潤を伴うこともあります。
大抵は良性の挙動を取り、外科的切除で治癒し
ます。多発性病変、核や細胞質の大小不同、頻繁
な有糸分裂像、KIT染色性、浸潤性増殖、脈管侵
襲、不完全切除といった犬猫における予後因子
は、フェレットでも予後と関連するかは不明です。
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図 1. 肉眼写真。軽度に隆起する紅斑性の丸い皮膚結
節が認められます（矢印）。（写真提供：ヴァンケット動
物病院 三宿動物医療センター 松原且季先生）

図 2. 組織写真、低倍像。真皮～皮下組織浅層にかけ
て境界不明瞭な腫瘍性病変（＊）が形成されています
（図上が皮膚側、図下が皮下側）。
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診断医からの一言

フェレットはエキゾチック哺乳動物の食肉目の代表とも言える存在です。以前のブー
ムに陰りが見えたかと思いきや、最近でも人気のペットの一つです。個人的にはコツメ
カワウソの恩恵だろうと想像しています。特有の病気が比較的知られていて、IDEXX
でもフェレットに有用な検査がありますので、機会がありましたらぜひご利用ください。
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図 3. 組織写真、高倍像。シート状に増殖する腫瘍性
肥満細胞は両染性顆粒状細胞質を持ちます（矢印：有
糸分裂像、矢頭：好酸球）。細胞質内顆粒は異染性を示
します。（挿入図 左：トルイジン青、右：ギムザ染色）
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